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登壇 

 

司会：ただいまより、株式会社アートネイチャー、2023 年 3 月期決算説明会を開催いたします。

本日はご多用の中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

それでは、会社出席者の皆様をご紹介申し上げます。前方、皆様から向かいまして、右手中央から

代表取締役会長兼社長、五十嵐祥剛様でございます。 

五十嵐：五十嵐です。よろしくお願いします。 

司会：続きまして、上席執行役員、経営企画部長、本多敏男様でございます。 

本多：本多です。よろしくお願いします。 

司会：後列に移りまして、上席執行役員、財務経理部長、井上裕章様でございます。 

井上：井上でございます。よろしくお願いします。 

司会：そして最後になりますが、経営企画部、IR 室室長、千光士敦是様でございます。 

千光士：千光士です。よろしくお願いします。 

司会：どうぞよろしくお願い申し上げます。 

続きまして、本日、皆様に配布しました資料ですが、こちらに映し出されますスライド資料、そし

て決算短信、あとお手元には中期経営計画、今回のアートネイチャー Advance プラン、こちらの

資料と、あとはアンケート用紙をお付けしております。アンケート用紙に関しましては会終了まで

にお書きいただいて、机の上に置いていただければ結構でございますので、今後の IR 活動の参考

とさせていだきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、本日の説明会は初めに五十嵐会長より、そして、本多上席執行役員にご説明をいただきま

す。そのあと、質疑応答の時間を設けております。会終了は 17 時を予定しております。 

では、最初に五十嵐会長ご説明のほどよろしくお願いいたします。 

五十嵐：アートネイチャーの五十嵐です。本日は私どもの決算説明会にご参加いただき、誠にあり

がとうございます。 

それでは早速、説明に入ります。 
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まず、私から平成 23 年 3 月決算の概況についてご説明いたします。 

当期は上段の表にあるとおり、前期比増収増益となりました。計画に対しましても、売上高、営業

利益ともに修正計画を上回りました。下段の表は、部門別売上高の実績です。各部門全て、増収と

なりました。 
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次に、こちらの業績推移のグラフをご覧ください。 

このグラフは、当期を含めた過去 10 期分の売上高と営業利益の推移を示したものです。 

当期につきましては、売上高、営業利益ともに、コロナ禍前の水準を上回る結果となりました。加

えて売上高は上場以来、過去最高の売上高 432 億円を達成いたしました。この勢いを持続して、

今期以降も実績を伸ばしてまいる所存でございます。 
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ここからは、2023 年度を初年度とする 3 カ年の新中期経営計画の概要について、ご説明いたしま

す。 

まずは、前中計の最終年度の業績を振り返りますと、当初計画には届きませんでしたが、コロナ禍

前の業績水準を上回り、過去最高の売上高を達成できました。 
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株価につきましては、PBR1 倍を超えられませんでしたが、業績の順調な回復に伴って、着実に上

昇いたしました。 
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こちらは、前中計で掲げていた重点チャレンジ施策の振り返りになります。 

業績伸長においては、来店客数はコロナ禍前の水準に至っておりませんが、売上高は過去最高の結

果を残すことができまた。また、新領域の開拓においては、さまざまな M&A 案件を検討いたしま

したが、新領域の事業への進出は叶いませんでした。この結果を踏まえ、今後の課題として引き続

き取り組んでまいります。 
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採用の強化については、新規採用者の初任給の引き上げや募集媒体の見直しなどを行うことができ

て、従業員の獲得に注力いたしましたが、まだ完全には充足できていないのが現状です。 

人財の育成につきましては、オンラインを活用して現場力を強化するとともに、次代のリーダーシ

ップを担える本社人財の育成を実施いたしました。 

業務の刷新につきましては、書類の電子化などといった定型業務のデジタル化は実現できました

が、人事制度や情報システムに関しては抜本的な刷新にまでは至ることができませんでした。 

市場との対話につきましては、機関投資家、個人投資家双方に向けた IR 活動を強化するととも

に、サステナビリティをめぐるさまざまな取り組みを開始いたしました。 
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これからは、当社を取り巻く事業環境についてご説明いたします。 

国内毛髪業市場は減少傾向で推移しており、2021 年度は若干回復いたしましたが、コロナ禍前の

規模には戻っておりません。 
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しかしながら、当社の売上高、国内毛髪業市場に占める割合は、2012 年度の 25%から 2021 年度

の 35%へと、10 ポイント上昇させることができました。 
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こちらは、当社を取り巻く現在の環境を、政治、経済、社会、技術のカテゴリーごとに簡単なキー

ワードでまとめた表です。ご覧のとおり、さまざまな機会やリスクが混在していることがご理解い

ただけるかと思います。 
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ここまで説明した事業環境認識をベースに、今後の環境予測を二つにまとめました。 

1 点目は、当社の主要顧客層である 60 歳以上のシニア層について、仕事や趣味に意欲的な、いわ

ゆるアクティブシニアが増加することが予測されます。 

2 点目は、国内毛髪業市場におきまして、コロナの 5 類認定に伴い個人消費が回復する中、団塊ジ

ュニア世代の女性需要の取り込みが期待され、オンラインを使った接客が進むことが予測されま

す。 
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ここからは、当社の目指す姿についてご説明いたします。 

当社は、2017 年度から 2026 年度に向けた長期ビジョンといたしまして、「新しい未来を切り開

く 10 年、Open the Future」を掲げ、その実現に向けて、3 年ごとに中期経営計画を策定してまい

りました。今中計では、「次代を切り拓くアートネイチャーの飛躍」をビジョンとしており、これ

までの成果を基に、さらなる飛躍を目指すステージとなっております。 
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こちらは今回の中期経営計画の概要になります。 

今回の名称は、アートネイチャー Advance プラン、といたしました。詳細については、後ほど本

多のほうから説明しますが、売上高は次の大台である 500 億円の達成を、経常利益率、ROE は共

に二桁に乗せる。全社一丸となって目標達成に向け、まい進してまいります。 
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アートネイチャー Advance プランの戦略方針について、その概略をご説明します。 

先ほどご説明した環境認識の下で、当社の強みを最大限に生かしつつ、国内マーケットリーダーと

してのポジションを確立するとともに、新領域の事業の獲得とその拡充を行ってまいります。 
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サステナビリティをめぐるさまざまな取り組みは、ご覧のとおりです。 

当社は「ふやしたいのは、笑顔です。」をモットーに、持続的な企業価値の向上と持続可能な社会

の実現を目指します。取り組みのテーマの詳細は、後ほど本多より説明いたします。 
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最後に、株主還元についてです。 

当社は、株主の皆様への利益還元を最重要課題の一つとして認識しており、安定かつ継続的な配当

の維持に努めてまいりました。2023 年度につきましては、年間 28 円の配当にしたいと考えており

ますが、2024 年度以降につきましては引き続き検討してまいります。 

以上で、私からの説明は終わります。ご清聴ありがとうございました。 

司会：五十嵐会長、どうもありがとうございました。 

では、次に本多部長、ご説明よろしくお願いいたします。 
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本多：アートネイチャーの本多でございます。それでは、当期決算の計数面を中心にご説明させて

いただきたいと思います。 

まず、当期は、売上高が前期比で 6.9%の 432 億円、営業利益が前期比 18.3%増の 35 億円で増収

増益となりました。売上高は、メンズが前期比 2.5%増の 232 億円、レディースが前期比 12.1%増

の 181 億円と、共に前期比増収に加えまして、2023 年の 1 月に開示させていただきました修正計

画も上回ることができました。 

売上原価は、原価率が 1.1 ポイント上がりまして、140 億円となりました。スタイリスト人件費は

固定費的な要素が大変強いということもございまして、売上拡大に伴い、その比率は 0.5 ポイント

減となりましたが、円安、原材料高に伴いまして、商品原価率が 1.6 ポイント増となりました。 

販管費は前期比 3.4%増の 255 億円となりました。その内訳ですが、広告費は抑制的な運用により

前年を下回りましたが、人件費は人員数を強化すべく募集費などが嵩んだため、5.6%増となりま

した。その他の品目も、コロナ禍からの回復によって、前年を上回る状況となりました。この結

果、営業利益は 35 億円となり、前期比で増益、売上高と同様に修正計画も上回ることができまし

た。 
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続きまして 20 ページですが、連結経常利益の増減要因です。 

ご覧のとおり、売上総利益の伸長が増益に大きく貢献に寄与している状態です。売上総利益が前期

比 14 億円増、費用全体で前期比 9 億円増となりまして、この結果、経常利益は前期比約 5 億円増

の 35 億円となりました。 
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続きまして、主要商品の月次売上推移です。 

右上のところにございます主要商品売上高の表のとおり、当期は男性が 102.4%、女性が 113.5%と

なり、男性は堅調に推移をしております。女性は、ヒット商品の効果が継続している状況です。な

お 2022 年の 3 月期の 4 月、5 月につきましては、コロナ禍の初年度となりました 2021 年 3 月期

の反動による異常値とお考えいただければと思います。 
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続きまして、月次延べ来店顧客数です。 

これも、右上の来店顧客数の表のとおり、当期は男性が 99.4%、女性が 106.0%となり、男性はコ

ロナ禍後に漸減傾向にまだまだございますが、女性はようやく増加に転じることができました。女

性の増加は、ヒット商品の販売好調に加えまして、今期は緊急事態宣言がなく、社会全体に外出の

抑制ムードが後退したためと考えています。なお、この 2022 年 3 月期の 4 月、5 月の部分につき

ましては、先ほどご説明した月次の売上と同様に、反動による異常値と考えております。 
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ここからは、新中期経営計画の詳細について、ご説明をさせていただきたいと思います。 

まずは、新中期経営計画の概要になります。 

一番上の上段のメッセージのとおり「次代を切り拓くアートネイチャー」を次のステージに飛躍さ

せるべく、業績と毛髪業界シェアの拡大を目指すというものです。主要テーマおよび主要指標につ

きましては、このあとご説明をいたします。 
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新中計におけます財務指標は、ご覧のとおりです。 

真ん中の段にございます、年平均成長率をご覧いただければと思います。新中計では、女性向けの

二つの事業に注力をしていくということで、最終年度には売上高を全体で 500 億円超を目指して

いくというものです。経常利益率、ROE につきましても、売上を積み上げ、利益を伸ばして、そ

れぞれ 10%超を目指します。 
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次は新中計における非財務の指標ですが、ご覧のとおりです。 

気候変動などの環境の問題や人権尊重、人的資本などの社会の問題への取り組みを実践してまいり

ます。なお温室効果ガスの排出量に係る新中計の目標につきましては、国内外の子会社の状況を把

握次第、設定してまいりたいと考えております。 
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27 ページは事業ポートフォリオになります。 

新中計におきましても、経営資源を効率的に活用しながら、各事業を成長させるべく事業ポートフ

ォリオに基づく戦略を実行してまいりたいと考えております。ご覧いただきますように、男性向け

の事業を安定的に成長させるとともに、そこで得た利益を女性向けの二つの事業に投入いたしまし

て、拡大させるという戦略を実行してまいります。 
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まず、男性向けの事業の戦略です。 

安定的な成長を維持すべく、価格競争に負けない高付加価値商品の開発による差別化戦略を推進し

てまいりたいと考えています。また、高付加価値商品を販売するためのソフトの面、いわゆる人

財。そしてハード面、いわゆる設備の両面の体制を整備してまいりたいと思っております。 
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女性向け事業の戦略は、ヒット商品の効果を追い風にいたしまして、年平均成長率 5.4%の成長を

目指してまいりたいと考えています。なお、ここで申し上げておりますヒット商品とは、前の中計

の中で発売いたしましたオーダーメイドウィッグ、FEELIN リーズを意味しておりまして、その買

い替え需要を喚起して獲得することを目指していきたいと考えております。 

また、女性向けの二つの事業、すなわちオーダーメイドウィッグ事業と既製品ウィッグ事業の連携

を強化いたしまして、ワンストップであらゆるお客様のニーズに応えられるようにしてまいりたい

と考えております。 
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女性向けの既製品事業の戦略につきましては、出店数を増やすとともに、既存顧客に対します販売

戦略を強化することで、年平均成長率 12.7%の成長を目指していきたいと考えています。女性向け

既製品事業につきましては、これまで新規のお客様への販売が中心でしたが、既存のお客様へのフ

ォロー体制を拡充させ、リピート、販売体制をしっかり強化してまいりたいと思います。 
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通販事業や海外事業につきましては、認知度拡大に向けた取り組みを引き続き強化するとともに、

収益性を重視した運営を徹底してまいりたいと思います。 

また、新領域の事業につきましては、美と健康に関わる事業を獲得、拡充いたしまして、売上高で

30 億円、最大で 100 億円の積み上げを目指してまいりたいと思っております。 
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ここからは、サステナビリティへの取り組みをご説明いたします。 

持続的な企業価値の向上を目指すべく、生産体制については生産拠点の分散を検討するとともに、

世界初のウィッグ自動植毛機による製造を開始させるなど、オートメーション化を推進してまいり

たいと思っております。開発体制については、当社ならではの独創的な商品を定期的に開発できる

体制を整備するとともに、環境に配慮した次世代新毛髪の開発、検証を行っていきます。 
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営業体制については、最新技術の活用やシステム投資による業務効率化によりまして、付加価値の

高い業務への集中を推進することで、1 人当たり売上高などの労働生産性を向上させてまいりま

す。 

管理体制については、システムや各種制度の刷新、職場環境の整備によりまして、事務効率性を向

上させていきます。これらの取り組みによる企業価値の向上分を人的資本へ投資することで、企業

価値を持続的に押し上げてまいります。 
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その他の取り組みとしましては、コーポレートガバナンス・コードのサステナビリティ項目に対応

すべく、気候変動や人権尊重、人的資本などの各項目を推進するとともに、リスク管理を高度化し

てまいります。また、本社機能を維持・強化すべく、リスキリングを通した人財育成、本部各部の

主要ポストの後継者育成を推進していきます。 
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35 ページは SDGs に関わる内容ですが、持続可能な社会の実現を目指すべく、こちらに記載して

いるような環境、社会などへの SDGs の取り組みも併せて実践してまいります。 
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36 ページは、資金計画になっています。 

資金計画ですが、手元資金と営業キャッシュフローを活用して女性向け事業への投資や既存店舗の

移転、リニューアルの対応などといった投資に加えまして、株式そのものの魅力度の向上に向けた

追加的な株主還元策の検討、新領域の事業の獲得、拡充に向けた投資などを実践していきます。 
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最後に、2024 年 3 月期の計画についてご説明いたします。 

2024 年 3 月期の業績計画は中期経営計画の初年度でもございますので、3 期連続の増収増益を目

指してまいりたいと思っています。 

売上高はレディースを中心に伸ばし、前期比で 3.6%増の 447 億円を目指します。 

売上原価は円安、原材料高の内外情勢を勘案いたしまして、売上高以上の伸びで計量をさせていた

だいております。販管費は、その内訳にはばらつきがございますが、積極的な経営資源の投下を予

定しておりまして、売上高とほぼ同等の伸びで計量させていただいている状態です。 
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2024 年 3 月の計画について、もう少しご説明をさせていただきます。売上高につきましては、

447 億円と過去最高の計画となっております。女性向けの二つの事業を拡大させることで、前期比

プラス 15 億円の増収計画を目指します。 

営業利益につきましては、前期比プラス 2 億円の 37 億円の増益計画となっております。売上の伸

びに対しまして、利益の伸びが弱くなっておりますが、商品原価の増加や人員の拡充、処遇改善な

どを計画に織り込んでいるためです。この計画達成に向けまして、全社一丸となって取り組んでま

いります。 

以上で、私からのご説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

司会：本多部長、どうもありがとうございました。  
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質疑応答 

 

司会 [Q]：ここからは、質疑応答の時間とさせていただきます。 

なお、回答にあたり資料の関係で座ったままお答えさせていただきます。ご了承ください。 

さて本日はご来場の皆様からのご質問の前に事前に、メールで頂戴いたしました質問を私のほうで

読み上げてまいります。それに対して、まずはお答えいただければと思います。今日は 4 問来てお

りますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、最初の質問です。改善計画に対する内容です。プライム上場維持基準の適合に向けた課

題をどう捉え、どのように対応しているのかとのご質問です。こちらほうご回答を願います。 

五十嵐 [A]：ただいまのプライム上場維持基準の適合に関しましてのご質問ですが、現在、当社は

五つの維持基準があります。全て、四つは満たしております。ただ、このただ 1 日平均売買代金の

ところが 2,000 万以上というところの基準が適合できていない。以前のコロナ禍前においては十分

満たしておりましたが、このコロナ禍において、少し変化が出てしまったと。現在の現状では、ち

ょっと 2,000 万は超えられていないというのが現状です。 

このことに関しましては、当社への期待感の醸成、そして、より売買しやすくするための流動性の

引き上げ、当社株式の魅力度の向上、当社への注目度の向上、この四つの課題があると認識してい

ます。このような課題に対応して、企業価値の向上、流通株式数の向上、追加的な株主還元策の検

討、市場との対話の 4 点に取り組んでまいる所存です。以上です。 

司会 [Q]：どうもありがとうございました。 

続いての質問ですが、ちょっとご説明が若干重複する部分もあるかと思いますが、お答えいただけ

ればと思います。 

2 番目の質問は、前中計、アートネイチャーChallenge プランの振り返りということで、前中期経

営計画を振り返ると、どのような課題があるのかとのご質問です。 

五十嵐 [A]：既存の事業で言えば、お客様の数に課題があるということで認識しております。引き

続き新規顧客の導入を積極的に行って、あと既存顧客の定着に向けた取り組みを展開するととも

に、接客に必要な理美容資格保有者の十分な確保に注力していく予定です。また、新領域の事業に
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つきましては、さまざまな M&A 案件を検討してきましたが、新領域への進出が実現できていない

ことが課題という認識です。これまで以上に取り組みを加速させていく予定です。 

司会 [Q]：どうもありがとうございます。 

続いてのご質問は、こちらは今回発表いただきました新中計のほうですが、今中計、アートネイチ

ャー Advance プランについてということで、今回の中期経営計画における業績計画の変動要因は

何かを教えてほしいとご質問でございます。 

五十嵐 [A]：当社のファンとなっていただいているお客様の数、これの想定が上回れば、さらに上

方へ変動することもあり得ますし、逆に想定を下回りますと、下方へ変動することもあり得ると考

えています。その他といたしましては、新領域への早期進出、またスタイリスト人員の拡充、為替

変動などが変動要因と考えております。 

司会 [Q]：ありがとうございます。 

それでは、次からメールでいただいた質問の最後となります。こちらもちょっとご説明いただいた

分と被っているかもしれませんが、お答えいただければと思います。2023 年度についてと、今期

の計画についてですけれども、女性向け事業について、どのように伸ばしていくのか具体的に教え

てほしいというご質問です。 

五十嵐 [A]：今、おかげさまで、女性のレディースアートネイチャーですが、非常にいい具合に上

向きで業績が上向いてきている状況です。また、さらにただいまの質問に向けて、新規顧客様に関

しましては、広告等が非常に効果的にやっておりますが、いわゆる反響営業ですね。ただ、これだ

け新しいチャネルを開拓することが必要かと思っていまして、それらを職域販売とかそういったこ

とも含めて、さらに新しいチャネルをつくっていくことが大事だと思っています。 

また、既存のお客様に関しましては前中計での、今、お話ししたヒット商品である FEELIN の買い

替え需要を獲得することで売上を伸ばしていきたいと考えています。そして、既製品事業でありま

すジュリア・オージェに関しましては、かなり今、90 店舗ございますけど、出店数を増やすとと

もに、いわゆるリピート顧客様、既存顧客に対しては販売戦略を強化することで売上を伸ばしてい

くと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

事前の質問は、これで終了させていただきまして、ここからは、お待たせしました。ご来場の皆様

からご質問を承りたいと思います。係の者がマイクを持ちますので、ご質問の方は手を挙げてお知

らせください。ご質問のほうはいかがでしょうか。 
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前方の女性の方、今、マイクをお持ちいたします。すみません。会社名とお名前をいただければと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

質問者[Q]：ご説明ありがとうございました。私からは確認が 1 点と、質問が二つございます。 

まず確認なんですけれども、この資料 10 ページにあります、22 年度における御社の毛髪業市場に

おけるシェアなんですけれども、22 年度、こちらは何パーセントで着地なさったのか。ここをど

ちらか資料に掲載があるか、ちょっとここを確認させてください。 

一問一答ですか。 

本多 [M]：いや、どうぞ。三ついただければと思います。 

質問者[Q]：かしこまりました。 

次は質問の 1 点目です。中計の振り返りのところ、資料の 8 ページでしょうかね。前の中計で課題

が残ったところの一つとして業務の刷新がございました。どのような状況になったら課題がクリア

になるのか。恐らく効率的にするためにシステム化を進めようとすると、相当なシステム投資もか

かると思うんですけれども、システム投資、この新中計の中でどのぐらいを盛り込んでいらっしゃ

るのか。また、今期の業績計画の中にどのぐらい織り込んでいらっしゃるのか。こちらを教えてく

ださい。 

それから、質問の 2 点目です。やはり今後の御社の取り組みのところなんですけれども、市場との

対話のところです。株主還元について追加的にご検討するということでした。既にもう具体的な検

討が始まっているのか。検討することを、まだ検討していらっしゃる段階なのか。このあたりの進

捗状況を教えてください。 

例えば株主還元を強化する企業の中には、優待を止めて、配当に一本化する企業もございます。御

社としては、どういった方向を検討のテーブルの上に置いて考えていらっしゃるのか。差し支えの

ない範囲で構いませんので、教えてください。以上でございます。 

本多 [A]：では、私からお答えさせていただければと思います。 

まず、確認事項のページで言いますと、10 ページのシェアですが、ちょっとすみません。ここに

記載がなくて、大変申し訳ないのですが、矢野経済研究所さんのデータを転用させて、使わせてい

ただいておりまして、毎年、大体 11 月から 12 月ぐらいのところでデータが出てまいるんです

ね。 
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今、出てきている最新のデータがこの 2021 年度になっておりまして、22 年度のデータは現時点で

はまだ、すみませんが、分かりません。全体のパイの大きさが分からないと、要はシェアの大きさ

がやはり分からないということで、そこについては、そのようにご理解いただければと思います。

中間のところでも、大体いつも間に合わない状態なので、来年にならないと、どれぐらいになった

かはちょっとお伝えすることができないかなと思っております。 

では、続いて 8 ページですかね。8 ページのところの業務の刷新についてのご質問と承りました。

システム投資については、この中計の中で織り込んであるのかということだと思うのですが、シス

テム投資については、前中計の中でどのようなことをするかということを決めて、今中計の中で投

資額については織り込みをしております。 

なので、先ほど計数の中で、販管費等々の中には売上高と同じだけの伸び率で計量させていただい

ておりますという中に入っておりまして、中でばらつきがあると申し上げているように、圧縮すべ

きことは圧縮しているんですけれども、伸ばす部分については伸びているという状態でお考えいた

だければよろしいかなと思います。ただ中身、幾らということについては、ちょっと申し上げてお

りませんので、そこはご勘弁いただければと思います。 

では最後ですが、市場との対話ということで、多分、同じページのところだと思いますが、株主還

元について、今、検討についてどのような状況なのかということなんですが、検討については開始

を内々ではさせていただいております。ただ、さまざまな状況を、当社を取り巻く環境の中で考え

ないといけないと考えておりますので、先ほど申し上げているように、検討は始めているものの、

まだ検討中の段階にあるというのが現状です。 

はっきりしたことは、ちょっと今は申し上げられない。申し訳ないんですけれども、さまざまなや

はり取り巻く環境を考えて、どうするかを決めようということで、本年度については、先ほど申し

上げましたように、28 円ということで予定をさせていただいておりまして、今後については引き

続き、検討しようということが申し上げたとおりかなと考えております。 

以上、ご説明をいたしました。 

質問者[M]：ありがとうございました。 

司会 [M]：どうもご質問ありがとうございました。 

続きまして、ご質問がありましたらお手を挙げてお知らせください。いかがでしょうか。 

よろしいでしょうか。お時間も十分ございますが。もしないようでしたら、一旦こちらでご質問は

終了させていただきたいと思います。 
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それでは、以上をもちまして、本日の決算説明会を終了させていただきます。本日はご来場いただ

きまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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